


(論文審査結果の要旨)

本論文は次世代の太陽電池や有機発光ﾃﾞﾊﾞｲｽなどに用いられる透明導電酸化物

(TCO)膜の高性能化を目指し､ FTOﾅﾉ粒子被覆ITO膜の構造と物性を研究したも

のである｡ TCO材料として良く知られたFTO (ﾌｯ素ﾄﾞ-ﾌﾟ錫酸化物)､ ITO (ｲﾝｼﾞ

ｳﾑ錫酸化物)を用い､非常に簡単な装置で膜構造を制御することにより､電気的､光

学的特性の優れた新TCO材料を開発している｡著者のｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｲは､

1)間欠ｽﾌﾟﾚ-熱分解成膜法と言う簡便な方法で加温ｶﾞﾗｽ基板にITO膜を形成し､

その表面にFTO溶液を噴霧すると､数ﾅﾉﾒ-ﾄﾙの粒径をもつ高結晶性FTO

ﾅﾉ粒子が単層状に成長し､噴霧回数により粒子ｻｲｽﾞを制御できる､

2)複合膜の物性はFTO粒径に依存して系統的に変化するが､ｷﾔﾘｱ-濃度は源物

質より20-130%高く､ｲｵﾝ化ﾎﾟﾃﾝｼﾔﾙは100-200%深く､しかも､高透明

である

ことを発見した点にある｡可視光領域の透明度は90%以上ある｡このような特性が

340 ℃と言う世界ﾄｯﾌﾟ水準の低温で得られたのは最初である｡物性が酸化､還元雰囲

気中の熱処理によりほとんど変化しないので､複合膜を実用ﾃﾞﾊﾞｲｽの作成ﾌﾟﾛｾｽに

組み込むことが可能と考えられる｡著者はｴﾈﾙｷﾞ-ﾊﾞﾝﾄﾞ･ﾓﾃﾞﾙを用い､ FTOﾅﾉ

粒子被覆ITO膜の特異な物性を説明している｡すなわち､格子ﾐｽﾏｯﾁにより膜界面

に多数の準位が発生し､これにFTOﾅﾉ粒子の電子が捕獲されるため､ｲｵﾝ化ﾎﾟﾃ

ﾝｼﾔﾙが深くなるとしている.このような現象はこの物質系に限らず､ -定の条件を

満たせば他の種々の材料で起こり得ると述べている｡さらに定量的な理解を得るため､

ﾅﾉ粒子内のｷﾔﾘｱ-密度､ｲｵﾝ化ﾎﾟﾃﾝｼﾔﾙの深さ依存性を調べることが､今

後の課題であると指摘している｡

以上のように､本論文は今後必要になる実用透明導電酸化物膜の高性能化に新しい道を

拓いたものである｡よって､審査員-同は本論文が博士(工学)の学位論文として優れ

たものと評価し､審査結果を合格とした｡


